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first trimester of pregnancy and postpartum depression

妊娠初期における血清インスリン様成長因子-1の濃度と産後うつとの関連

兵庫UC

妊娠初期の血清IGF-1値が高いと、出産後1か月の抑うつ症状の発症のリスクが低くなるという関連が示されたが、妊娠中の抑う
つ症状との関連は有意ではなかった。研究の限界として、妊娠初期に血清IGF-1値を測定できたのはエコチル調査に参加した妊
婦の10%弱にとどまることがあげられる。また、抑うつ状態の評価は自記式の質問票によること、IGF-1以外に抑うつ状態に関連す
るエストロゲン、コルチゾルなどのホルモンは測定していないことなどがあげられる。

妊娠初期に血清IGF-1値が高い妊婦は、低値の妊婦よりも産後うつの発症率が低かった。 妊娠中の血清IGF-1高値は、産後うつ
の発症予防に関連している可能性が示された。
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足立　祥

兵庫UC

うつ病の患者は、血清インスリン様成長因子-1（IGF-1）濃度が高いことが知られているが、血清IGF-1レベルとうつ病の発症との
経時的な関係は明らかでない。本研究では、エコチル調査で得られたデータを用いて、妊娠初期の血清IGF-1濃度と産後うつ病の
発症との関連を検討した。

エコチル調査参加者のうち、妊娠初期に血清IGF-1の測定値と抑うつ尺度であるKessler 6 (K6)の結果が得られた8,791名を対象と
した。抑うつ症状は、妊娠初期にはK6、出産後1か月にはエジンバラ産後うつ質問票（EPDS）によって評価し、妊娠初期の血清
IGF-1値との関連を解析した。母親の年齢、体格、喫煙習慣、社会経済状態等の共変量に関するデータは、自己記入式の質問票
をよって収集した。

妊娠初期には、血清IGF-1値と妊婦の抑うつとの関連は有意ではなかった。しかし、出産後１か月では、妊娠初期における血清
IGF-1値が高かった母親ほどEPDSが13点以上の産後うつの発症率が低かった。血清IGF-1値を四分位で分けると最高濃度群の
最低濃度群に対する発症オッズ比は0.48（95％信頼区間：0.30–0.79）と有意に低かった。EPDSが9点以上でみてもオッズ比は0.76
（95％信頼区間：0.61–0.95）と有意であった。


